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平成２６年度宇都宮市政に関する情勢分析レポート（概要）について 

 

 

１ 調査の目的 

 (1) 類似都市（中核市）との行政水準比較 

    中核市の各行政分野における指標，施設整備状況等を調査し，各都市の項目別の水準を偏差

値化し，本市の相対的な位置を把握する。 
 
 

(2) 行政投資配分の推移 

    一般会計・企業会計・特別会計における投資的経費について，分野ごとの内訳，経年推移を

把握する。 
 (3) 市民意識調査の結果 

    第５次総合計画改定に係る市民意識調査の結果から，施策の重要度と満足度の現状値を示し，

市民が「重要だと思っているが，満足とは感じていない」項目を，力を入れていくべき分野

として把握する。 
   
２ 調査結果 

 (1) 類似都市（中核市）との行政水準比較 

○ 分野別施策の行政水準（偏差値）推移

・調査項目：２８２項目       ・比較指標：１７０項目 
・対象都市：中核市４２市（平成２５年４月１日現在） 
・調査時点：平成２５年３月３１日を基本とする 
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「学ぶ意欲と豊かなここ

ろ」のなかで最も高く，全

体で農林業に次ぐ２位。 

（60.89）

全項目のなかで，偏差値

が一番低い。（45.75） 

全項目のなかで，偏差

値が一番高い。（62.07）

・ 分野別では 16 分野で偏差値 50 を上回っており，政策の

柱「活気と活力のある社会」が昨年同様全体として高く，

そのうち，「農林業」が昨年に比べ 1.22 増の 62.07 と最

も高くなっている。 
・ 「学ぶ意欲と豊かなこころ」では，「市民・都市文化」が

昨年同様最も低い値だが，他の分野では「生涯学習」が

対前年比 1.64 増の 60.89 となり，全体で２番目に高い値

となっている。 
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政策
の柱

偏差値
高低

指　　標 実数 偏差値 中核市順位

国民健康保険被保険者1人あたり費用
額

289,010円 63.11 4位※

保育園入所待機児童数　[平成25年4月
1日時点]

0人 56.21 1位※ 

65歳以上1千人あたりの地域包括支援
センター箇所数

0.231箇所 64.52 4位

市民10万人あたり医師数 181.78人 39.46 37位

国民健康保険被保険者1人あたりの医
療費の増加率

3.57％ 39.58 38位※

要介護認定者数のうち，要介護４及び５
の認定者の割合

24.75％ 38.94 37位※

学校と地域が連携して，学校を支援す
る協議会等を設置している小学校及
び中学校の割合

100％ 65.91 1位

児童生徒１千人あたりの学校栄養職員
数

2.25人 81.95 1位

市立小中学校及び学校給食センターの
うち栄養職員（県費・市費）を配置してい
る割合

100％ 76.60 1位

児童生徒1千人あたりの日本語指導が
必要な外国人児童生徒数

2.4人 49.91 36位

市立小中学校・給食センターにおける
栄養教諭の配置人数

6人 40.95 32位

市民10万人あたりの市立文化財収蔵施
設等の延べ床面積

209.93㎡ 44.65 33位

公用自動車のうち低公害公用自動車の
割合

12.80％ 55.09 8位

工場・事業所数に対する公害苦情件数
の割合

2.34％　 61.82 5位※

１万世帯あたりの地域優良賃貸住宅供
給戸数

12.38戸 60.55 8位

市民1千人あたりのごみ収集量 369.09t 36.72 38位※

市民1千人あたりの可燃収集量 308.93t 38.13 36位※

100世帯あたりの公共賃貸住宅戸数 3.36戸 40.35 37位

労働力率 65.35％ 66.38 3位

市民1人あたりの卸売業年間商品販売
額

3.38百万円 62.27 4位

市民1人あたりの小売業年間商品販売
額

1.07百万円 65.45 2位

１製造業事業所あたりの製造品出荷額 2,707.24百万円 54.85 4位

認定農業者数 665経営体 63.40 5位

市民1人あたりの観光客入れ込み客数 24.45人 62.02 5位

低 ― ― ― ―

市道改良率 79.91％ 60.31 8位

歩道整備率 21.40％ 54.37 10位

土地区画整理事業進捗率（整備面積） 93.95％ 49.48 32位

人口１千人あたり自家用乗用車保有台
数

616.57台 38.38 38位※

市民１千人あたりの社会動態数 2.32 55.46 6位

普通会計の市民1人あたりの市債残高 243.21千円 62.39 6位※

財政力指数 0.94 61.64 4位

将来負担比率 17.70％ 61.90 5位※

経常収支比率 93.10% 43.42 31位

市民１千人あたりの市職員数 6.48人 39.22 36位
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○偏差値が高い分野と低い分野の指標等               ※印は，少ない方からの順位 
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○投資的経費

投資的経費増
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市民意識調査
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